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	このワークシートは、 留学で得た経験を就活・転職に活かすための「内省ツール」です。 頭と心の整理に利用してください。 印刷して手書きで書くとより深い気づきが得られます。
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	― おわりに ―
	この「留学経験をキャリアに活かす自己分析ノート」を 最後までやり遂げてくださり、本当にありがとうございます。
	視野が少しでも広がり、選択肢が増え、 ご自身の可能性に気づけたなら、これ以上の喜びはありません。
	留学や異文化での経験は、 時に「遠回り」や「失敗」に見えるかもしれませんが、 あなたのどんな経験も、あなたが気づいていないだけで、 必ず思わぬところで力になるときがあります。
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	あなたのキャリアを心から応援しています。
	KOKO
	- 11 -

	KOKO



